
（２）保存地区のあゆみ

平成19年度（2007）
～21年度

伝統的建造物群保存地区保存対策調査

平成22年度（2010） 「市景観条例」制定、まちなみ重点地区に

平成24年度（2012） 『重要伝統的建造物群保存地区』選定（7月）
修理修景事業開始

令和 2年度（2020） 都市再生整備計画事業完了
（駐車場や便益施設等の整備や無電柱化）

旧山岸家住宅（主屋、板蔵、味噌蔵、浜蔵）が
国重要文化財に指定される

令和 7年度（2025） 白山市白峰地区防災計画を策定

白山市白峰（石川県） 令和８年４月１６日
 白山市作成

（１）保存地区の概要

地  区  名 白山市白峰

種  別 山村・養蚕集落

面  積 約１０．７ヘクタール

選定年月日 平成２４年７月９日

特  徴 白山市白峰伝統的建造物群保存地区は、
山間部の狭隘な敷地に主屋が通りに面し
て建ち並び、地区の中央部には、社寺及
び大家が居を構え、これらを囲む石垣が連
なり、特徴ある景観を形成している。また、
豪雪という気候風土や養蚕という生業に即
して発展成立した地方色豊かな伝統的建
造物群が良く残りまた、厳しい自然環境に
ある山村集落の歴史的風致を良く残して
いる。



（３）保存地区の保存と整備

修理前（伝統的建造物）     修理後（店舗として使用）  地区内に案内板設置

白山市白峰（石川県） 令和８年４月１６日
 白山市作成

◇修理修景事業と活用事例、実績

伝建物土地買上げ

旧山岸家住宅は平成２６年に
市が個人から買上げし、令和
2年に国重要文化財に指定。

地区内唯一の重文建築物で
あり、敷地内を開放している。

地区内の駐車場、便益施設

保存地区内に駐車場やトイレ
を整備し、観光客の利便性を
高めている。
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「雪だるままつり」は石川県の冬の風物詩として
30年以上続く。例年多くの観光客で賑わう。

（４）保存地区の活用とまちづくり

石川県下有数の豪雪地帯として、また独自の方言や習俗、食文
化、民俗芸能や名湯のほか、白山の自然が豊富に残されている
地域として、これまでもメディアに取り上げられることは珍しくな
かったが、重伝建選定後、日帰りの散策客を中心に県内外の観光
客が増加したことで、伝統的建造物を活用した飲食店や宿泊施設、
大学の研究機関の開設が相次いでいる。

平成25年 各戸の表札に屋号を表示

平成27年 地域を学びまちづくりに活かす「シラミネ大学」を若者
が立ち上げ、まちの活性化に取り組む

白峰伝統的建造物保存会が活動を開始

平成28年 伝統的建造物を修理した飲食店がオープン

令和元年 金沢大学が地区の伝統的建造物に「国際機構SDGｓ
ジオエコパーク研究センター」を開設

東大地域未来社会連携研究機構が地区の古民家に
「北陸サテライト拠点」を設置

令和 2年 伝統的建造物を修理したゲストハウスがオープン

令和 4年 重伝建選定１０周年を記念し地区でイベント開催

令和 5年 白峰重伝建地区を含む市域が、白山手取川世界ユ
ネスコジオパークに認定

（５）住民等の取組

・区長の声

白峰のまちづくりは、平成17年の市町村合併を機に、過疎化へ
の危機意識が高まり、住民が主体的に進めていった。平成20年に

は、取り壊しが予定されていた古民家を再生し「雪だるまカフェ」を
オープンさせ、住民憩いの場として活用を開始したが、平成24年
にスタートした伝建制度は、このような取り組みを更に後押ししてく
れる制度であり、地域活性化の大きなよりどころとなっている。

近年、地元大学とのコンソーシアムによるまちづくり活動や、地
元NPOによるエコツーリズムの実践などがいっそう盛んになってお

り、白峰を愛する若者たちのＩ・Ｕターンも増加し、白峰の歴史や伝
統、そして景観を軸にしたまちづくりの方向性は正しいものだった
と自信を深めている。


	白山市白峰（石川県）　　　　　　　　　　　　　　	
	白山市白峰（石川県）　　　　　　　　　　　　　　	
	白山市白峰（石川県）　　　　　　　　　　　　　　	

